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序

本報告書は、平成 22年度に実施しました尾島町囲遺跡第 2次調査の

成果をまとめたものです。

筑後市の南部に位置する大字尾島は、現在の国道 209号沿いに江戸時

代の在郷町が形成されていた地域です。現在でも当時の地割りが残って

おり、市内でも藩政期の面影を残す歴史と伝統のある町です。

調査では、藩政期の庶民の暮らしを物語る食器や生活道具などが出土

し、尾島の歴史解明の一端となる成果が挙げられました。

本報告書が地域における文化財保護の理解を深め、学術研究の一助と

なることを願っております。

今回の調査にあたって、多大なるご協力をいただきました関係各位に

深く感謝申し上げます。

平成 23年 3月

筑後市教育委員会
教育長高巣一規



例言

1.本書は平成 22年度に筑後市教育委員会が行った尾島町囲遺跡第 2次調査の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2.発掘調査及び出土遺物の整理は筑後市教育委員会が行った。出土遺物、図面、写真等は筑後市教育

委員会で収蔵、保管している。発掘調査及び整理作業の関係者は第 I章に記している。

3.本書に使用した図面の遺構図は上村英士、吉村由美子が作成し、遺物の実測 ・浄書は株式会社アー

キジオに業務委託し、監理及び管理は筑後市教育委員会が行った。

4.本書に使用した遺構の写真撮影は上村、 吉村が行った。

5.今回の調査に用いた測量座標は世界測地系を基準としている。

6.本書に使用した遺構の表示は以下の略号による(筑後市における埋蔵文化財の取り扱いについて:

2008に準拠している)。

SD -溝 SK -土壌 SP -ピッ ト SX -不明遺構

また、本文中の出土遺物についてOxoの表記は両方の可能性が考えられるという意味である。

7.本書の執筆は上村が行い、編集は上村と株式会社アーキジオが行った。
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1 .調査経過と組織

尾島町囲遺跡第 2次調査は筑後市大字尾島字町固に所在する。平成 20年 7月 17日に国道 209号改

良事業に係る埋蔵文化財試掘調査について、開発原因者である国土交通省福岡国道事務所の依頼で福岡

県教育委員会が試掘調査を行った。試掘の結果、当該地の一部で遺構が確認されたため、平成 22年 5

月24日に国土交通省福岡国道事務所から筑後市教育委員会に本調査の依頼が提出された。協議の結果、

平成 22年 8月 17日に埋蔵文化財発掘調査受託契約を締結し、担当課である社会教育課社会教育係に

よる現地での本調査を実施した。当該地の約 525rriについて平成 22年 9月 10日から現地での本調査

を実施し、平成 22年 10月 28日に終了した。

発掘調査に関わる調査組織は以下のとおりである。

1)平成 21年度

総括 教育長 城戸一男

協働推進部長 田中僚ー

社会教育課長 山口辰樹

文化スポーツ担当係長田中純彦

文化スポーツ係担当

(文化財担当職員)

2)平成 22年度

総括 教育長

協働推進部長

社会教育課長

文化スポーツ担当係長

文化スポーツ係担当

(文化財担当職員)

3)発掘調査 ・整理作業参加者

小林勇作

上村英士(事前調査担当)

吉村由美子(

高巣一規

山口 辰樹

高井良清美

馬場信二

小林勇作

11 

上村英士(調査 ・報告担当)

吉村由美子(調査担当)

中村富男下川義文本村弘年植田勝子田島ヤス子石橋香代美三瀬美樹子河添幸子隈 本

干城井上むつ子今山三咲子加藤礼子角里子馬場千鶴子城崎マスヨ

調査及び整理作業に際しては次の方々にご指導、ご教示を賜った。記して心より感謝申し上げます。(jl頂

不問、敬称略)

斉部麻矢(福岡県教育庁文化財保護課) 正山 英隆(尾島行政区長)



II.位置と環境

-地理的環境

筑後市は福岡県の南西部、筑紫平野の中央部に位置する。市域をJR鹿児島本線と国道209号が縦断し、

国道 442号が横断する。また、市南西部には一級河川の矢部川、中央部には山ノ井川や花宗川、北部

には倉目川が西流する。市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、潅概用の溜池が点在す

る。低位扇状地である東部や、低地である南西部には農業水路が発達している。当市は県内有数の農業

地帯であり、北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、東部では米麦中心の田園地帯が広がる。市街地は国道

に沿って市の中心部に形成されている。

-歴史的環境

筑後市内には旧街道(坊津街道)が南北を貫いており、「盛徳町JI宿町JI水田町JI西牟田町JI尾島町J

の5ケ所に在郷町が形成されている。在郷町は主に街道筋に形成され、農村の生産・消費物資を集散し、

貨客の通行に役務を供給する機能を有していた。当遺跡が所在する「尾島町」は 『元禄八年久留米領郡

中品々寄jJ(1695年)に 「下妻郡尾島町長五町」と記され、 『久留米藩旧家由緒書jJI上妻郡新庄組大

庄屋矢賀部氏旧記控jJ ~米府年表』 から成立は延宝二年 ( 1674) とされている 。

尾島村は元々、現在の尾島町から南の松永川と矢部川に挟まれた地域の小村で、あったが、度重なる洪

水災害に見舞われるため、久留米藩の許可を得、延宝二年に市ノ塚松原(現在の大字尾島字町囲)に南

北 320間余、町屋敷奥行 30聞の開発を行い、 120軒の町を形成した。町には四方に「町囲い」の暗

渠及び東側には水害防止の土塁を造り、町の北東に天満神社、延宝 3年には常用村から浄土真宗興満

寺を町の南東に移している。久留米藩では尾島町に対して、地子免除とするなど、手厚い振興策を図っ

て町が発展した。また、商業の振興も図り、安政年聞には家数 168軒に増加し、久留米藩南入口の町

として繁栄した様子が記録として残っている。町家の間口は 1戸あたり 5.5間(約 10m)を基準とし、

町中央部には旧庄屋等の間口の広い屋敷地が存在した。現在は町の南北中心(薩摩街道)に国道 209

号が貫き、その両側に在郷町の面影を残す町並みが形成されている。

参考文献

『筑後市史』第l巻 1997 筑後市

『尾島町囲遺跡』筑後市文化財調査報告書第 40集 2002 筑後市教育委員会

『筑後水洗郷土史111986 筑後市教育委員会 筑後郷土史研究会
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III.調査成果

(1) はじめに

平成 22年 9月 10日から重機と平行して作業員による手作業の調査に着手し、現場の都合上、 6カ

所の調査区を設定して随時調査を行った。調査区が狭小なため、反転及びトレンチ調査となった調査区

も存在する。調査は平成 22年 10月 18日に埋め戻し及び現場作業撤収を終え現場引渡しを行った。

調査区現況は宅地跡であり、調査区は南北に延びる細長いものとなった。遺構の掘削は表土から遺構

面までを(有)徳光建設(代表 橋爪徳光)に委託し、遺構面からは地元作業員による手作業の掘削を

行った。

調査は上村英士と吉村由美子が行った。

(2)基本土層

層位は、約 20cmの盛土下に約 30cmから 40cmの黄褐色土

等の近現代整地層を確認し、整地層を除去すると約 40cmの

近世及び近代の遺物包含層を確認し、その下に暗黒色土の近

世包含層を確認した。暗茶褐色土の地山に切り込む形で遺構

を検出している。遺構は溝、ピット、土墳等を確認している。

Fig.2 調査地点位置図 (1/25000)
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盛土

貧縄色土(近代整地層)

灰黒色土(近世~近代包含層)

暗黒色土(近世包含層)

U U 暗茶褐色土(地山)
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(3)検出遺構

調査区は細長い狭小な範囲でA区から F区までを設定している。以下に各区毎に報告する。

. A区

設定した調査区の中で最北に位置する。遺構は土墳、ピット、溝である。調査は上村が担当した。
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土墳

SK12 (Fig.4、 Pla.1)

調査区南端で検出した不定形な土墳で、調査区外へ延びると考えられる。検出最大幅約 0.95m、深

さ約 0.22mを測る。埋土は淡灰黒色土である。遺物は土師器杯 ×小皿、大杯、土鍋、火鉢、染付碗、

染付壷、鉢×皿、陶器碗、すり鉢、瓶、瓦質土器鉢が出土している。

• B区

A調査区から国道を挟んで東側に位置する。遺構は土墳、

ピット、溝である。調査は上村が担当した。

土墳

SK15 (Fig.5・6、Pla.2・ 3)

調査区北端で検出した土墳で、 S-20を切り込む。東側

は調査区外へ延び、ると考えられ、埋土は暗黒色土である。

遺物は染付碗、陶器襲、鉢、瓦質土器火鉢が出土している。

SK25 (Fig.6、Pla.2)

調査区中央で検出した不定形な土墳で、調査区外へ延び

ると考えられる。検出最大幅約 2.9m、深さ約 0.21mを

測る。墳底はほぼフラットで、埋土は淡黒茶色土である。

遺物は土師器費、陶器碗、石製品を出土している。

ピット

SP29 (Fig.6、Pla.2)

SK15 

H=13.20m 

Fig.5 SK15遺構実測図 (1140)
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SK25南隣で検出したピットである。直径約 0.24m、深さ約 0.40mを測る。遺物は土師質の平瓦(近

世)を出土している。

. c区

B調査区から南の尾島中町交差点に位置する。遺構はピット、土墳である。調査は吉村が担当した。

ピット

SP79 (Fig.7、Pla.3・4)

調査区北側で検出した円形のピットである。直径約 0.32m、深さ約 0.19mを測る。遺物は染付碗、

染付仏飯具を出土している。

SP83 (Fig.7、Pla.3・4)

調査区北東で検出した楕円形のピットである。長軸約 0.62m、短軸約 0.5m、深さ約 0.37mを測る。

遺物は土師器片、向器片を出土している。

SP86 (Fig.7、Pla.3・4)

調査区東端で検出したピットで、調査区外ヘ延びると考えられる。最大径約 0.30m、深さ約 0.27

mを測る。遺物は土師器片、染付片を出土している。

SP88 (Fig.7、Pla.3・4)

調査区南で検出した楕円形のピットである。長軸約 0.44m、短軸約 0.38m、深さ約 0.21mを測る。

遺物は土師器片、染付碗、陶器費、灯明皿、銭を出土している。

• D区

尾島中町交差点の国道南西側に位置する。遺構はピット、溝、土塘である。調査は上村が担当した。

土塘

SK44 (Fig.9・10、Pla.5)

調査区南端で検出した方形であろう土墳で、調査区外へ延びると考えられる。検出最大幅約 1目 1m、
-6-



幅約 0.56m、深さ約 0.63mを測る。埋土は暗黒色土で締りがない。遺物は土師器土鍋、煙管が出土

している。

SK47 (Fig.8、Pla.5・6)

調査区中央で検出した土師質の聾を埋めた土墳である。近現代の所産と考えられ、底部のみ欠損して

いる状況である。遺物は土師器襲、土鍋、染付碗、向器輩、灯明皿、銭を出土している。

Y-46，398 

。

'" ヨ

Fig.6 B区遺構全体図 (1140)
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Fig.7 C区遺構全体図 (1/40)
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Fig.8 D区ーl遺構全体図 (1140)
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ピット

SP35 (Fig.8、Pla.45)

調査区中央で検出した円形の

ピットである。直径約 0.5m、深

さ約 0.16mを測る。遺物は土師

器杯、陶器皿、壷、砂岩製砥石、

鉄津、釘を出土している 0

• E区

尾島中町交差点の国道南西側

のD区の南側に位置する。遺構

はピット、溝、土壌である。調

査は吉村が担当した。

ピッ ト

SP59 (Fig.12、Pla.6・7)

Fig.9 D区 2遺構全体図 (1/40)

E区 -2中央で検出した円形の

ピッ トである。直径約 0.45m、

深さ約 0.21mを測る。遺物は白

磁皿、陶器大襲、すり鉢、瓦を

H=12.00m 

タグ¥ ~ 

仏仏仏う~，<<γo/////?/T/æ

Fig.10 SK44実測図 (1140)

z司出土している。

. F区

E区東側の国道を挟んだ東側に位置する。遺構は土墳、ピットで

ある。調査は上村が担当した。

土横

SK67 (Fig.13、Pla.7・8)

調査区中央で検出した不定形な土墳である。長軸約 1.0m、短軸

約 0.85m、深さ約 0.45mを測る。切り合い関係は S-61・70を切
0 11 

り込んでいる。埋土は暗灰黒色土である。遺物は土師器費、土鍋、

青磁碗、染付皿、陶器壷、輩、瓶、軒丸瓦を出土している。

。
S875 

Fig.11 SB75実測図 (1140)
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Fig.12 E区-1・2遺構全体図 (1140)
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掘立柱建物

SB75 (Fig.11、Pla.7・8)

調査区中央で検出した掘立柱建物と考えられる。方位はほぼ現在の国道及び地割りに沿って柱穴が並

ぶ。柱間芯々は a(S-62) b (S-69)聞が 1.8m、b (S-69) c (S-74)聞が 1.6mを測る。柱穴深さ

は約 0.35~ 0.40 mである。遺物は bから土師器襲、鍋、染付片、陶器片を出土している。また aか

らはガラス片も出土しており、比較的新しい柱穴の可能性がある。

(3)出土遺物

掲載した出土遺物については下記出土遺物一覧表参照のこと。

口径 栂高 底世
色調(触圃) 備寄

遺構書母 挿図書骨 祖領 概樋 (個) (伺) (四} 瞳イチ 胎 t 蟻iIi: 納圃

長さ 鋼 )Jさ
外面 ー凹面 内面凸面

"" 陶砲 a砲 10.3 5，95 4.7 2/3 細かい 良好 渦匝色 暗褐色~暗貨健色 匝色

$K12 2 磁器 a自 110 (445) 口融~休航1/4 楠織 良好 淡書白色 淡青白色 淡青白色

S反" 3 関陣綿 .砲 116 46 7.45 }脅事欠 細かい 且好 匹白色 附褐色~黒褐色

"" ‘ 
陶錨 鉢か (425) 6.2 休部~底商事111 細かい 良肝 灰白色 灰白色~淡煎色 暗貧慢色

$KIZ 5 陶跨 版 (12，65) 73 112 細かい 且腎 明赤鰯色 明赤褐色 鳳褐色

"" 6 磁線 縦 (198) 7.0 1/2 圃かい 良好 匝白血 灰白色

$K12 7 陶栂 鉢 (55) (6，5) 06 小片 掴かい 且肝 崎横綱色~暗褐色 晴庇褐色~灰白色 暗褐色

$K12 8 土師絡 大杯 22，4 3，75 17.3 口線~体榔1/6 やや粗 不良 匝也 灰色

51(12 9 土師僧 鉢 35，0 75 25.3 1/6 やや組 良好 洩銅色 時前砲色 脚付鉢

$K12 " 
土師鶴 土鍋 34，0 (1.9) 小片 細かい 良好 黒色 時制E色

"" " 陶概 S本 (8_8) 11.4 1/2 細かい 且好 灰純白 民褐色 灰絹色 すり鉢

SP29 " 瓦 平瓦 (108) (10_7) 145 小片 II!裕 良好 暗い貧纏色 暗い前纏色 上師質

SP，" " 石IJ品 砥石 ¥0，15 3，15 1.25 完形 重量 75.

"35 ，. 鉄製品 iJ (945) 15 l.45 完形 電量 25. 

SK47 " 1i!1l! lii! 44 陸部111 精良 良好 淡い水色 出い水色 淡師匠色 臨付

Sl・7 " 
陶磁 皿(灯明} 9，95 3，15 42 2/3 補良 良昨 赤褐色 民脅赤灰色 時赤匝色 油煙有

SP88 " 鋼IJ晶 鋭 完形 寛永通宝

SKH " 
鯛IJ品 鎖 完形

"・7 " 陶摺 ヨ陸 28，2 (10，1) 口緑~肩郁3/8 精良 良肝 赤褐色 圧亦色 暗亦褐色

Sl・4 '" 土師" 土鍋 (65) (64) 1.1 片 細かい 良好 f緑色 噌褐色~貨褐邑

"・4 " 
餌製品 煙管 (445) 1 0 095 一節欠 材置:嗣

S円 7 22 土師概 土鍋 49，3 (63) 片 細かい 良好 崎医色 匝色

SK61 23 土師掛 土鍋 48.0 (78) 1/5 徹也 良師 織褐色 間色

"" " 
土別品 11丸瓦 (6_9) 小片 織をE やや軟 櫨色 国色 高さ (3.05)田

SP83 25 上師樋

“ 
65 5.0 16 片 II!密 良好 被色 噌灰鈍色 火鉢か?

SP86 " 
土師栂 不明 7，95 10，2 1.35 融事E 良野 褐色 褐色

5K25 21 石1lI!l 不明 (41) 5.5 07 一節欠 功、匝色 赤匝色 E量 268

SP59 2B 磁栂 司昆 12，0 29 46 片 欄織 良肝 灰白色 匝白色 灰白色

SP19 " 磁栂 仏飯県 6.7 5，95 395 一郎欠 織密 艮肝 淡前輯色 淡被揖色 ll!付

SP79 30 磁概 備 (30) 3.8 休部~底邸111 徹密 良好 淡凪色 出掛色 見付

C区単組

" 上型品 平E (148) (157) 1.4 Jl:''i2/5・平Ii[2/5 織密 やや飲 慣色 栂色 土師置

C~M胤 32 土師鶴 不明 (194) (216) 1.45 片 織1ll 良肝 時い淡栂色 暗い出担色

Tab.l 遺物実測図一覧表
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N.まとめ

今次調査から検出された遺構 ・遺物について述べる。

尾島地区では平成 13年に尾島町囲遺跡第 l次調査 (11尾島町囲遺跡j]2002 筑後市教育委員会)が

行われ、在郷町である「尾島町」の一部が確認されている。第 l次調査は狭小な調査区ながら、中世

から近世にかけての溝を数条確認しており、町区画に関わるものとして報告され、遺物も土師器 ・陶磁

器など近世所産のものである。第 l次調査から至近距離にある今次調査で確認された遺構 ・遺物も近

似した傾向を示す結果となった。

歴史的環境については rII .位置と環境」で触れたが、在郷町として延宝 2年 (1674年)に矢部川

の洪水災害から村を守るために新村として開発された歴史をもっ。現在でも洪水除けの土塁が一部に残

されており、町家の間口も合併統合されながらも残り続けている。当市内の西牟田町、盛徳町、羽犬塚

町も在郷町及び宿町として藩政時代の町割りが残る地域である。尾島町については、久留米藩南端の玄

関口としての機能や洪水被害を避けるため新村を興し、藩の庇護による経済的な振興が図られた町で

あった。

今次調査で検出された遺構は溝、土墳、ピットが挙げられる。これらの開削及び埋没時期については

一概には言えないが、包含層(近世末以降)から穿つものと、包含層除去後確認するものとに分けられ

る。第 l次調査のような中世の遺構 ・遺物は確認しておらず、今次調査で確認された遺構群は尾島町

形成後のものと考えられる。

溝や土塘については、概ね町家と並行するように(街道と直交する)配置されており、その機能がど

のようなものであったかが問題となるが、狭小な調査区設定のため性格を確認するまでには至らなかっ

た。調査中に近所の方から聞いた話では旧街道は現在の国道 209号の中心線より西側の現況道路及び

歩道部分に存在したと話す。このことを勘案して、今次調査F区でピットが並ぶ現象を掘立柱建物とし

て報告している。

遺物については、特異な遺物として土師質の瓦と、土師質の内面に格子状の線刻を施す円筒形の不明

製品が挙げられる。土師質瓦については、ここ数年の研究により、近世に成立した 「水田焼Jの土師質

瓦として認識されるものである。但し、「水田焼」土師質瓦は、土管製作の過程で作られた可能性があ

ることしか解っておらず、出土地域も含め今後の調査が必要であると考える。土師質の内面に格子状の

線刻を施す不明製品は、市内から数点の出土が確認されている。この遺物についても、製作過程では土

師質瓦と同様に桶巻きによる円筒状のものから切り離され面取り、若しくは板状の l枚ものから成型

したと想定され、土師質の焼物として「水田焼」との関連性が考えられる遺物である。また、土器製琶

の焚口部分のように面に対して半円状に面取りしていることから、土師器風炉の可能性も考えられる。

尾島地区で 5例目の本調査で、あったが、第 l次調査と同様に狭小で、部分的な調査となった。矢部川

周辺での発掘調査を行うと「洪水による氾濫原」の痕跡を確認することが多い。今次調査では洪水によ

る災害を避けるために形成された尾島町の一部で調査を行ったが、現存する洪水除けの土塁や、市南部

にしては比較的標高の高い土地を選び新村を開発するなど、先人達の知恵と町づくりの一端が見られた。

出土した遺構 ・遺物も江戸期を中心とした生活雑器など、庶民の暮らしを知る上で貴重な資料を得た。

今後は、これらの資料を使い、まちづくりの素材として地域に還元することが必要であり、また地域

の歴史を学ぶ研究素材として活用しなければならない。
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写真図版



Pla.l 

A区南側全景(北から)

SK12完掘状況 (北から)



Pla.2 

B区検出状況(北から)

B区完掘状況(北から)



Pla.3 

SK15完掘状況(東から)

C区検出状況(北東から)



Pla.4 

C区完掘状況(北東から)

D区完掘状況(南から)



Pla.5 

D区完掘状況(北から)

D区検出状況(東から)



Pla.6 

E区完掘状況(南から)



Pla.7 

E区完掘状況(北から)

F区完掘状況(南から)
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F区完掘状況(北から)
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